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令和 ６ 年度 事 業 報 告 
 

１．事業運営の背景 

 

令和６年度の我が国は、元日に令和６年能登半島地震が発生し、夏から秋にかけて台風 

や記録的な豪雨などの自然災害にも見舞われました。さらに、認証不正問題に伴う一部自 

動車メーカーの工場稼働停止が国内の生産活動を大きく下押ししました。 

また、雇用・所得環境が改善する中で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続く 

ことが期待されておりましたが、米国トランプ大統領の関税政策の影響による景気の下振 

れリスクの高まりの中、国内の物価上昇の継続が消費者マインドを下振れさせ、個人消費 

に及ぼす影響などもあり、我が国の景気を後退させる状況となりました。 

その中で、令和６年度の国内の新車販売台数は、一部メーカーの出荷停止で上半期は落 

ち込みが見られましたが、秋から回復に向かい、３年連続で前年度超えの４５７万５７０ 

５台前年度比１・０％増（登録車が１・６％増の２９４万８２９４台、軽自動車が０・１ 

％増の１６２万７４１１台）となりましたが、コロナ前には約１割届きませんでした。 

一方、富山県内の新車販売台数については、前年度比３・２％減の４万４４４１台（登 

録車２・７％減の２万６４８１台、軽自動車４・１％減の１万７９６０台）と３年ぶりの 

減少となりました。 

自動車業界を取り巻く環境は引き続き厳しく、人口減少の中での慢性的な人手不足や、 

歴史的な円安、資材・エネルギー価格の高止まり、半導体・部品の供給制約など、依然と 

して多くの懸念材料が積み残されたままの状況です。 

さらに、２０２４年問題や、県内の鉄道路線の存続や、バス路線、タクシーなどの地方 

公共交通の維持、さらには、カーボンニュートラルなどの様々な課題への対応が求められ 

る状況が続きました。 

 

２．事業運営の概要 

 

令和６年度は、令和６年３月１９日の第２回理事会で承認された事業運営の基本方針と 

重点事項に基づく事業運営をめざしました。 

昨年度に続き、今年度も関係機関・団体の参加を得て、「Ｔｏｙａｍａ まるっとクル 

マフェスタ２０２４・第３９回自動車なんでも無料相談」を開催。また、「とやま環境フ 

ェア２０２４」にも出展するなどの活動を行ってきました。 

さらに、①関係機関との連携の維持強化、②関係団体との連絡協調体制の維持、③令和 

７年度国・県予算に対する要望事項のとりまとめと関係機関への提出、④自動車の安全確 

保と環境保全を中心とした公益事業の実施、並びに、⑤円滑な組織運営の保持などに努め 

てまいりました。 

実施事業（公益事業）の自動車の安全の確保では、「春の全国交通安全運動」の初日

に、会員３団体（自動車販売店協会、自動車整備振興会、軽自動車協会）と合同で、交通            
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安全意識の高揚と夜間の交通事故防止を図るための「蓄光反射リストバンド」を富山県へ

贈呈するとともに、関係機関並びに関係団体等とともに、夏・秋・年末の交通安全運動期

間における広報・啓発活動を行いました。 

また、環境の保全では、地球温暖化問題がますます顕在化する中、富山県のエコドライ

ブ推進運動や、「デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）」の一

環としての「宅配便の再配達削減推進ＷＧ」にも参画してきました。 

 一方で、各種手続きのオンライン化等の影響により、当会議所における印紙・証紙の売

り捌き実績による手数料収入は、登録車の継続検査で「自動車保有関係手続きのワンスト

ップサービス（ＯＳＳ）申請」が開始された平成２９年４月以降減少が続いております。 

令和６年度は、ＯＳＳが一定の高止まりとなったこともあって、前年度比３・６％（約

１０３万円）の減収となり、引き続き大変厳しい財政状況が続いております。 

富山県におけるＯＳＳ申請の実績は、下記のとおり、継続検査が、登録車、軽自動車と

も、全国トップクラスの利用状況となっており、新車のＯＳＳ申請も増加する中で、重量

税印紙の売上げに大きな影響が出ています。 

［令和７年３月のＯＳＳ申請実績］ 

登  録 車 … 新車新規 ５８・０％、継続検査 ９０・３％ 

軽自動車 … 新規届出 ７７・０％、継続検査 ８９・０％  ※太字は過去最高 

従いまして、令和６年度においても大変厳しい財務状況の中で、全体として諸経費の節

減に努めるとともに、業務の効率化を図り、窓口相談利用者の利便の向上に対応してまい

りました。 

 

（１）関係機関との連携の維持強化 

 北陸信越運輸局富山運輸支局をはじめ富山県及び同自動車税センター、独立行政法人自

動車技術総合機構北陸信越検査部富山事務所、軽自動車検査協会富山事務所、並びに、独

立行政法人自動車事故対策機構などの関係機関との連携の維持強化を図るとともに、担当

部署などと日常的・緊密な連絡の保持に努め、行政の円滑な推進に寄与しました。 

 

（２）関係団体との連絡協調体制の維持 

 関係団体全体の必要不可欠な情報の交換や、業界全体として取り組むべき事業の検討を

行うための「関係団体事務局代表者会議」については、今年度、令和６年４月１５日、７

月８日、１０月１０日、令和７年１月１４日の４回開催しました。 

 

（３）自動車の安全確保と環境保全に関する公益事業の拡充（詳細別掲） 

 関係機関・関係団体・会員等と連携を図り、「春・夏・秋・年末の全国交通安全運動」

への参加はもとより、公益事業として「たっしゃけ気つけられ運動」、「マナー・チェッ

ク・ライトの３アップ運動」、「交通安全チャレンジ１・２・３運動」などの交通安全活

動や、自動車点検整備推進活動、不正改造車両追放運動、街頭検査活動へも積極的に参加

してきました。 
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また、「とやま環境フェア２０２４」に出展すると共に、環境とやま県民会議に参画

し、「エコドライブ推進運動」、「３Ｒ運動」に参加。また、宅配便の「再配達防止」の

ＷＧに参画し、これらの普及・推進など環境保全に関する啓発活動の展開に努めました。 

 

（４）令和７年度国・県予算に対する要望事項のとりまとめと要望（詳細別掲） 

 当会議所の法税制委員会・公益事業委員会・情報委員会の合同委員会については、８月

書面開催により、「国・県予算に対する要望事項」について、自動車関係諸税の簡素化・

軽減など１１の要望事項をとりまとめ、関係機関へ要望しました。 

 

（５）交通事故被害者の援護等 

 交通事故被害者を援護するため、例年通り独立行政法人自動車事故対策機構富山支所を

通じて、公益財団法人交通遺児等育成基金に対して５万円を贈呈しました。 

 

３．窓口取扱い業務 

 令和６年度の窓口取扱い業務にかかる、各印紙・証紙の売上げ実績は、令和５年度比で

富山県税証紙が６％増加したものの、その他の自動車検査登録印紙、審査証紙、自動車重

量税印紙の売上高は、引き続くＯＳＳ申請への移行の影響もあり減少しました。 

特に重量税印紙については、登録車の継続検査でＯＳＳ申請が開始された平成２９年４

月以降減少が続いており、令和６年度は前年度比、７．７％（約２０２百万円）の減少と

なりました。 

 

 ※各年度の印紙売上げ実績          （単位：千円） 

取扱い業務 令和６年度売上高 令和５年度売上高 
前年度比 

（％） 

検査登録印紙 ２１０，９４４ ２２９，５９２ ９１．９  

審査証紙 １０６，３８７ １０６，５０６ ９９．９  

富山県税証紙 １，２８７，２０２ １，２１３，９２０ １０６．０  

重量税印紙 ２，４３３，４０２ 2，６３５，２６０ ９２．３  

合 計 ４，０３７，９３５ ４，１８５，２７９ ９６．５  

 

４．庶務事項 

 令和７年３月３１日現在、会員数は２８名で、令和６年度中の増減はありません。 

役員数は、前年度から１名減の１８名です。 

 事務局の役職員数は１１名で、前年度と変更はありませんが、令和６年度中に１名減 

員、１名増員となりました。 
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（１）会員数（令和７年３月３１日現在：会員名簿別掲） 

      会 員  ２８名 

 

（２）会員並びに代表者及び役職の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）役員数（令和７年３月３１日現在：役員名簿別掲） 

      理 事   １６名（期中１名減員） 

      監 事      ２名（期中異動なし） 

 

（４）事務局（令和７年３月３１日現在） 

      専務理事  １名 

      常務理事  ０名 

      職  員 １０名（うち、嘱託２名）期中、継続雇用１名減員、嘱託１名増員 

 

（５）登記事項 

   令和 ６年 ７月 ９日 「役員の変更に関する事項」の登記 

 

（６）報告事項（なし） 

     

５．総会・理事会・監事会の開催等 

 

（１）定時総会 

      日  時 令和 ６年 ６月１８日（火） 

      場  所  富山市桜橋通り２－２８ 

        ホテルグランテラス富山 会議室 

      会員総数    ２８名 

      出席会員数       ２４名 

      委任状提出者       ５名 

会 員 名 新 旧 変更月日 

富山自家用自動車協会 
副会長 

  田 中 洋一郎 

副会長 

  山 口 昌 広 

Ｒ６． 

 ５．１０ 

一般社団法人富山県自

家用自動車協会連合会 

会長 

  山 口 昌 広 

会長 

河 上 彌一郎 

Ｒ６． 

５．２３ 

一般社団法人富山県自 

動車整備振興会  

会長 

黒 澤   敏 

会長 

池 田 治 郎 

Ｒ６． 

５．３０ 

日本通運株式会社北陸

東支店 

支店長 

  金 岡 賢 一 

支店長 

  木 平   豊 

Ｒ６． 

 ７． １ 

高岡交通株式会社 
代表取締役社長 

  渡 辺 寛 人 

代表取締役社長 

渡 辺 守 人 

Ｒ６． 

１０． １ 
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      議  題 

        第１号議案 令和５年度事業報告及び決算報告について 

第２号議案 任期満了に伴う役員の改選（案）について 

以上、いずれも原案どおり承認されました。 

 

（２）理事会 

①  第１回理事会  

      日  時 令和 ６年 ６月 ４日（火） 

      場  所  富山市新庄町字馬場２４番地の２ 

         富山県自動車会館 第１研修室 

理事総数        １５名 

       出席理事数     １１名 

      議  題 

第１号議案 令和５年度事業報告（案）及び決算報告（案）について 

第２号議案 任期満了に伴う役員の改選（案）について 

第３号議案 令和６年度定時総会の日程及び提出議案について  

以上、いずれも原案どおり承認されました。 

②  第２回理事会  

      日  時 令和 ６年 ６月１８日（火） 

      場  所 富山市桜橋通り２－２８ 

        ホテルグランテラス富山 会議室 

理事総数        １５名 

       出席理事数     １１名 

      議  題 

第１号議案 会長（代表理事）、副会長、専務理事（業務執行理事）の互選につ 

いて 

第２号議案 顧問・相談役の委嘱について 

以上、いずれも原案どおり承認されました。 

③  第３回理事会  

      日  時 令和 ７年 ３月１２日（水） 

      場  所  富山市新庄町字馬場２４番地の２ 

         富山県自動車会館 第１研修室 

理事総数        １６名 

       出席理事数     １２名 

      議  題 

第１号議案 令和６年度事業及び決算の執行状況報告について 

第２号議案 事業拡張引当資産の積立てについて 

第３号議案 令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）について  
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以上、いずれも原案どおり承認されました。 

 

（３）監事会（持ち回り開催） 

      日  時 令和 ６年 ５月１３日（月）・１４日（火） 

      議  題 

    ・令和５年度の業務及び会計並びに公益目的支出計画の実施の状況を明ら 

かにする書類の監査について 

                以上、各事項とも正確かつ適正なことが確認されました。 

 

６．委員会の開催 
 

（1）法税制・公益事業・情報合同委員会 

８月に書面により開催し、「令和７年度国・県予算に対する要望書」を策定し、関 

係機関等に要望しました。 

 

７．業界懇談会の開催 
 

（1）北陸信越運輸局次長との懇談会 

日  時 令和 ６年 ４月２６日（金） 

      場  所   富山市新庄町字馬場８２ 

         富山運輸支局 １階会議室 

   出 席 者 ２６名 

    令和６年４月１付け国土交通省の人事異動で交代された軸丸真二北陸信越運輸局 

次長と関係団体の代表者とで、当面の諸問題等について意見交換しました。 

 

8．陳情・要望活動 
 

（１）令和７年度国・県予算に対する要望書の提出 

    ８月に書面により開催した合同（法税制・公益事業・情報）委員会において承認 

された「令和７年度国・県予算に対する要望書」を、国及び県の関係機関等へ提出 

しました。 

要望内容及び提出先につきましては、７ページから１７ページの通りです。  
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令 和 ７ 年 度 
 
 

国・県予算に対する要望書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              令和 ６ 年 ８ 月３０日 

 

  

                              一般社団法人富山県自動車会議所 

                                 会 長  辻 川   徹 

 

 

 

 
 
 

一般社団法人富山県自動車会議所は、運輸業、自動車の販売・整備、自家用自動

車の使用等にかかる別紙の諸団体、並びに、企業によって構成されています。 

（別紙として末尾に会員名簿を添付） 
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 は じ め に 
 

 

 平素は、富山県における自動車関連業界の発展に、格別のご理解とご支援を賜り

厚くお礼申し上げます。 

  

自動車業界は裾野が広く、その影響は日本経済全体に及びますが、現在、自動車

産業は１００年に一度の大変革期のただ中にあると言われております。電動化・自

動化の国際的な競争、物流の２０２４年問題に象徴されるような働き方や、労働人

口の担い手の問題、そして今年の賃上げ等に見られる自動車産業５５０万人の賃金

・雇用の問題など、避けては通れない課題が目白押しという状態です。 

 

加えて、２０５０年カーボンニュートラルの実現や、ＤＸ・ＧＸの推進、さらに

は従来の自動車の枠を超えた「新しいモビリティ社会」の構築に、自動車産業は力

を合わせて取り組んでいかなければなりません。 

  

また、県内の住民にとって大切な公共交通機関であるバス、タクシーなどにおき

ましては、この間の利用者減少に歯止めがかからない中で、新型コロナウイルスの

影響による乗客減を未だ取り戻すまでにはいたらず、事業経営が逼迫する減収が続

き、トラック事業においても、各社の経営努力にも拘わらず、歴史的な円安による

燃料価格の高騰という負担増も加わり、大変厳しい状況が続いております。 

 

自動車業界の社会的な責務として、交通安全の確保や地球環境の保全などその取

り組むべき課題は山積しております。 

 

特に「税制」については、２０５０年カーボンニュートラル実現を視野に入れな

がら、２０２６年で切れるエコカー減税や、その後の税体系全体をどうしていくの

かなど、ユーザーの視点にたった税制改正における自動車関係諸税の簡素化・軽減

に向けた抜本的な見直しに期待しているところであります。 

 

このような状況の中で、令和７年度の国・県の予算編成と税制改正にあたりまし

て、豊かで、安全で、環境に優しい「くるま社会」の実現のため、当自動車会議所

として別紙のとおり要望いたしますので、その実現に向けてご尽力いただきますよ

う切にお願い申し上げます。 
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要  望  事  項 

 

１． 加重で複雑な自動車関係諸税の負担軽減・簡素化 
 

複雑な税体系の中で、自動車ユーザーだけが特別な負担を強いられる状況は変わ

らず、「税負担の公平」の原則に反し、納得が得られるものとはなっていません。 

また、一世帯あたりの自動車保有台数は、交通アクセス等に恵まれない地方ほど

多く、より重い税負担を負うことになり、都市と地方の格差拡大を助長するもので

あります。 

２０５０年カーボンニュートラルの実現のためには、自動車の枠にとどまらない

幅広い議論が求められ、モビリティがもたらす新たな経済的・社会的受益者の拡が

りを踏まえ、負担軽減・簡素化を前提に、受益と負担の関係を再構築し、ユーザー

の税負担の軽減、仕組みの簡素化等を内容とする抜本的見直しの早期実現が求めら

れています。 

引き続き、道路特定財源の一般財源化により、課税根拠を失った自動車関係諸税

について、「当分の間」として上乗せされている税率（旧暫定税率）を速やかに廃

止するとともに、車体課税について、軽自動車の税率を基準とする税体系にするな

ど、抜本的な見直しを行って簡素化・負担軽減を図られるよう要望します。 

合わせて、次の個別要望事項についても、具体的な対応を図られるよう重ねて要

望します。 
 

（１）自動車税、軽自動車税のグリーン化特例の特例基準の緩和、並びに、適用期 

間の延長 

（２）エコカー減税並びに自動車重量税の燃費基準緩和と、適用期間の延長 

（３）軽油引取税の旧暫定税率の廃止 

（４）一般財源化されている自動車重量税について、道路特定財源としての位置づ 

けを明確化して、道路ネットワークの整備等に使途を限定 

（５）自動車関係諸税における営自格差の拡充 

（６）バス事業に係る自動車関係諸税の大幅な負担軽減・簡素化 

（７）燃料費の高騰による燃費サーチャージ制の貸切・高速バス事業への導入、並 

びに、燃料価格激変緩和対策事業の拡充 

（８）中古自動車の環境性能割額については、自動車登録申請手続きにあたり、予 

め、各県税センターに問い合わせをしないと正確な環境性能割額を把握出来な 

い状態になっています。OSSの普及で他県への自動車登録手続きの簡素化、 

容易化が図られる中、正確な環境性能割額を確認するには FAX等での県税セ 

ンターとのやり取りが欠かせず、時間、人件費等極めて無駄が多い状態です。 

そのため、環境性能割額を決定するにあたっては決定要件を簡素化すること 

で、容易に税額を知ることが出来るような対応を図っていただきたい。 
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２． 環境改善等に資するインセンティブ（減税及び助成支援）の拡充 
 

（１）先進的な安全装備を装着した一定性能を持つ自動車について、購入時の補助 

金や保有による減税など、その普及のための財政措置を拡充・強化されたい。 

（２）環境に優れた自動車の普及は、地球温暖化防止と大気汚染防止の観点から重 

要であり、「クリーンエネルギー自動車導入促進補助金（CEV補助金）」があ 

るものの、この制度は未だ対象車種が少ないなど環境整備が整っていないこと 

から、導入実績が少なく制度の効果が薄いので、環境に優れた自動車（新車・ 

中古車、事業用・自家用問わず）の購入に係る支援策を、国レベルのほか県レ 

ベルでも策定し、実施されたい。 

（３）高齢化社会に向けたバリアフリー対応車（ノンステップバス・リフト付きバ 

ス）及び最新燃費基準達成車等、環境に優しいバスの導入に向けて、「低公害 

バス導入促進事業補助金」の拡充を図るとともに、新たな支援策の策定をされ 

たい。 

（４）地域交通のグリーン化に向けた次世代自動車普及促進事業による、燃料電 

池・電気・天然ガス等のタクシー・バス・トラックの普及に係る補助金を拡充 

されたい。 

（５）バス・タクシー・トラックなど公共輸送事業における事故防止及び被害軽減 

を図るため、衝突被害軽減ブレーキ等の ASV（先進安全装置）装着車・デジ 

タル式運行記録計・ドライブレコーダー・過労運転防止機器等の導入のための 

支援措置を拡充されたい。 

（６）観光振興の一翼を担うべく、旅行割キャンペーン等観光振興策の実施、並び 

に貸切バスの利用促進への支援を拡充されたい。 

（７）石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税の特例」について、産業や国民 

生活に密接不可分な公共性の高い事業用バス、トラックに使用される軽油につ 

いての補助を拡充されたい。 

 

３． 道路関係予算の拡充、並びに、道路整備計画の策定とその実現 
 

国においては、「第５次社会資本整備重点計画」により、富山県においても「社

会資本総合整備計画」により、社会資本の整備が進められております。中でも道路

は、国民生活や産業・経済社会を支える最も基本的な社会資本であり、「豊かで活

力ある地域社会」と「セーフティーでクリーンな車社会」の実現のためにも、欠か

せないものであります。 

また、豪雪による道路の通行止めや滞留・渋滞などの事態の発生は、物流面での

支障、路線バス・市内電車など公共交通の不通などの事態を招いております。 

そのため、安全で快適な道路環境の整備と災害・事故・医療の緊急非常事態等に

十分対応できる信頼性の高い道路ネットワークの整備などのため、次の道路関係予

算、並びに、道路整備について、その実現を図られるよう要望します。 

 

－２－ 
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（１）道路関係予算の拡充 

① 冬期における道路交通確保のための除排雪体制の一層の拡充・強化と、適時適 

切な道路交通情報の提供体制並びに、燃料供給体制の強化 

② 高速道路料金等の値下げ・割引の拡充 

  ア．NEXCO３社の料金水準の引下げ 

イ．車種区分の検討におけるトラック輸送への十分な配慮 

ウ．NEXCO３社の大口・多頻度割引を、実質 50％割引に拡充 

エ．NEXCO３社、首都高速、阪神高速における、車渋滞対策等に資する料金・割 

引制度の設定 

③ 労働環境改善および交通流動最適化を図る高速道路料金制度の拡充 

ア．長距離逓減割引の拡充 

イ．深夜割引の拡充 

ウ．渋滞対策等に資する料金・割引制度の設定 

④ 休憩・休息施設、中継物流拠点の整備・拡充 

ア．高速道路の SA・PA、道の駅における駐車スペースの整備・拡充 

イ．大型車駐車マスの幅の拡大 

ウ． 高速道路の一時退出を可能とする措置の拡充（NEXCO３社） 

エ． シャワー施設等、休憩・休息建屋内の施設の充実 

オ． 中継物流拠点の全国展開による中継輸送の推進 
 

（２）道路整備計画の策定とその実現 

①高速道路ネットワークの整備・充実 

 ア．「重要物流道路」の指定、指定道路への集中投資 

 イ．暫定２車線区間の早期４車線化 

 ウ．ミッシングリンクの解消 

エ．渋滞対策の推進 

オ．ダブル連結トラックや自動運転などの推進に資する実施環境整備の推進 

②県内の一般国道８号線（バイパス含む）の早期全区間４車線化 

③東海北陸自動車道暫定２車線区間（着工区間含む）の早期４車線化と安全性 

に優れた中央分離帯の設置等安全対策の推進 

④能越自動車道（高規格幹線道路）の国による管理の一元化と通行料金無料化 

の推進 

⑤県内道路全般の歩道や自転車レーンの設置並びに拡幅と、冬期における道路 

交通の確保のための除雪・消雪体制と消雪装置の拡充 

⑥県内主要地方道路の交差点における通行区分帯（右折・左折）の拡充と整備 

⑦県内の老朽化が進む道路施設の長寿命化のための計画的な整備 

⑧高速道路と民間施設を直結する民間施設直結スマートＩＣ制度及び中継拠点 

の設置やＳＡ・ＰＡの活用による中継輸送の推進 

⑨富山県と長野県を直結する「北アルプス横断道路」の整備 
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４． 「２０２４年問題」解決に向けた支援 
 

バス・タクシーといった公共交通分野や、トラック物流業界において、人手不足が叫ばれ

るようになって久しい中、２０２４年４月から、労働時間に関する規制が変更となりました。 

バス事業をはじめタクシー・物流等の運輸業界全体の課題として、「長時間労働」、「低

い賃金体系」、「人手不足」が上げられており、その解決のためにも、国、県をはじめ、利用

者、事業者を含めた対応が求められており、当面、次の個別要望事項について、具体的な

対応を図られるよう要望します。 
 

（１）バス・タクシー等の運転者不足問題解消に向けた支援 

（２）標準的な運賃・燃料サーチャージの確実な収受に向けた支援 

（３）荷主対策の深度化の更なる推進 

（４）労働生産性の向上や人材確保等に係る支援 

① 労働生産性の向上や労働環境改善に向けた支援 

② 運転者不足問題解消に向けた、人材確保・人材育成に対する支援 

③ 特定技能制度による外国人材の活用 

 
５． 富山県地域交通戦略による構想実現 
 
富山県においては、令和４年度に富山県地域交通戦略会議が立ち上げられ、ウェ

ルビーイングの向上を目指し、これからの地域交通のあり方はどうあるべきかが議

論されてきました。本会議の議論を基に令和６年２月２０日に、「将来にわたって

持続可能な地域交通サービスを確保するため」「富山県地域交通戦略」を策定し、

「今後の地域交通のあるべき姿や自治体・県民等が果たすべき役割、そして関係者

でともに取り組むべき施策など」をまとめた新たな地域公共交通計画が策定され、

富山県の地域交通の目指すべき目標や基本的な方向性が示されました。 

今後は、本計画の実施状況等を計画的にフォローアップしていくことが求められ

ます。 

つきましては、バス・タクシー事業の維持・改善に資する次の施策につき、必要

な支援を講じられるよう要望します。 
 

（１）地方における生活交通バス路線の維持確保 

（２）地域におけるバスの活性化及び二次交通整備の取組に対する支援 

（３）高齢化社会に向けたバリアフリー対応車（ノンステップバス・リフト付きバ 

ス）及び最新燃費基準達成車等、環境に優しいバスの導入支援 

（４）燃料価格高騰に伴う支援 

（５）バスターミナルや道路ネットワークの整備の推進を図るとともに、交差点改 

良等の安全・渋滞対策事業の強化 

（６）繁華街や観光施設等におけるタクシー・ベイの設置 
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６． 事故破損車両の修復後の検査制度の導入等 
 

（１）車体整備基準や事業場等施設基準の確立を図るため、道路運送車両法第７８ 

条の一部を改正し、自動車車体整備事業の認証制度を創設されたい。 

（２）一定規模以上破損した自動車の安全の確保を図る観点から、事故破損車両の 

修復後の検査制度を導入されたい。 

（３）自動車車体整備士による修復を行った車両については、「車体修理記録簿」 

と「修理保証書」を発行して、修理品質の安全確保を担保する制度の確立と普 

及を図られたい。 

 

７． 自転車損害賠償保険等の周知と加入の促進 
 

平成３１年３月に制定された「富山県自転車活用推進条例」による自転車損害賠

償保険加入について、努力義務規定とされていますが、近年、自転車に起因する事

故が多発しており、死傷者も出ている状況で、道路交通法ではすべての自転車利用

者のヘルメット着用が努力義務となっています。 

被害者本人及び被害者家族が事故後も経済的に安心して暮らせるために、保険加

入を「努力」ではなく、「義務」規定としていただきたい。 

 

８． 安全・安心で豊かな社会作り、ユニバーサル社会の実現 
 

すべての人が暮らしやすい社会の実現に向け、社会資本の整備と交通の整備にユ

ニバーサルデザイン「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」の考え方を踏ま

え、円滑な移動と円滑な施設利用を総合的に推進するため、「高齢者、障害者等の

移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）」により、各市町村が基

本構想を策定し、関係者が一体となって取り組むことになっています。 

しかしながら、県内市町村において計画を策定しているところは少数であり、同

法による計画策定がなされていない市町村に対して、早期に策定されるよう適切に

指導されるとともに、取り組む関係者への支援措置を充実されたい。 

 

９． 「面的な低炭素地域づくり」をすすめるための環境整備 
  

地球温暖化によるここ数十年の気候変動は、人間の生活や自然の生態系にさまざ

まな影響を与えて、氷河の融解や海面水位の変化、洪水や干ばつなどの影響、陸上

や海の生態系への影響、食料生産や健康など人間への影響が観測され始めていま

す。 

令和５年７月、環境省が「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運

動」として「デコ活」を提唱し、富山県においても「デコ活宣言」を行い脱炭素に

繋がる取り組みを進められているとことです。 

その一助としての下記事項について、その実現を図られるよう要望します。 
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（１）自家用自動車のエコドライブの普及啓発 

エコドライブに対する認識は浸透しつつあり、実践にあたってもバス、タクシ 

ー、トラックの営業用自動車につきましては、着実に取り組みがなされておりま 

すが、マイカーにつきましては、あまり実践がなされていない状況にあります。 

現在、富山県ではエコドライブ推進運動が実施されておりますが、環境・安 

全・経費削減と大変有効な取り組みでありますので、県民に対する継続的な啓発 

活動とともに、県民が容易に取り組むことができる環境整備（道路環境、交通環 

境、オーソライズ、インセンティブなど）を図られたい。 
 

（２）「カーボンニュートラル推進事業」の一層の推進 

国・県・市町村の行政、民間など関係者が一堂に会して、情報を共有し、意見 

交換などができる場を県レベル、又は市町村レベルで設置するとともに、「面的 

な低炭素地域づくり」が容易に取り組める支援策などの環境整備を図っていただ 

くよう要望します。 

 

１０． ＯＳＳ利用促進策とユーザー負担の軽減策の同時実現 
 

自動車登録手続に際し求められる自動車保管場所証明申請、各種税申告申請及び

自動車登録申請をワンストップで行えるＯＳＳ制度が普及することは、ユーザーの

負担軽減策にも繋がることから、今後も一層の普及を目指し推進する必要がありま

す。 

その推進にあたっては、自動車登録申請に添付資料として求められる「自動車保

管場所証明書」について、他の必要書類と同様に、ＯＳＳ自動車登録申請とは分離

して電子申請が行えるよう措置していただきたい。 

現在、ユーザーが経費節減目的で「自動車保管場所証明」申請を（窓口におい

て）紙申請で行うと、この段階でＯＳＳ申請ができなくなるため、ユーザー自らに

よる「自動車保管場所証明電子申請」を分離することは、結果としてＯＳＳの利用

促進に資することになり得るし、ユーザー負担の軽減にもつながることから、その

実現を同時に図られるよう要望します。 

 

１１． 自動車会議所への委託業務等の拡大 
 

（一社）富山県自動車会議所は、富山県内における自動車関係団体の中核かつ総

合団体としての活動を行っていますが、その業務の一環として、自動車の保有関係

手続きに必要な自動車重量税印紙、自動車検査登録印紙、県税証紙等の売りさば

き、自動車税（環境性能割・種別割）申告書審査補助等の、国並びに県の自動車検

査・登録業務に欠かすことの出来ない重要な役割を担っております。 

一方、国においては、登録・検査業務のＯＳＳ等電子申請化が加速され、当会議

所の主要な収入源である関係印紙及び証紙の売りさばき手数料等の減収が顕著とな

ってきており、当会議所の機能維持のためには、必要経費の節約に努めると共に、
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売り捌き手数料等の大幅な引上げや、新たな業務の委託拡大等が、必要不可欠とな

っております。 

つきましては、富山県からの自動車税申告書照合補助等業務委託料の引き上げ、

並びに、国・県における印紙・証紙等の売り捌き手数料の引き上げ等について、ご配

慮を頂きますよう要望いたします。 

 

以 上 
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一般社団法人富山県自動車会議所 会員名簿 

                      令和６年８月１日現在 ２８名   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 富 山 県 バ ス 協 会 会 長 中　田　邦　彦

富 山 県 タ ク シ ー 協 会 会 長 土　田　英　喜

一般社団法人 富 山 県 ト ラ ッ ク 協 会 会 長 髙　田　和　夫

一般社団法人 富山県自家用自動車協会連合会 会 長 山　口　昌　広

富 山 県 自 動 車 販 売 店 協 会 会 長 品　川　祐一郎

一般社団法人 富 山 県 自 動 車 整 備 振 興 会 会 長 黒　澤　　　敏

富 山 県 軽 自 動 車 協 会 会 長 浅　生　忠　和

富山県自動車車体整備協同組合 理事長 橋　本　雅　雄

富 山 県 中 古 自 動 車 販 売 協 会 会 長 加　藤　直　樹

富 山 県 レ ン タ カ ー 協 会 会 長 品　川　祐一郎

一般財団法人 日本自動車査定協会富山県支所 支所長 小　林　　　誠

一般社団法人 日 本 自 動 車 連 盟 富 山 支 部 支部長 笹　山　泰　治

富山県輸入自動車販売店協会 会 長 北　川　善　昭

富 山 県 二 輪 車 普 及 安 全 協 会 会 長 西　口　幸　介

富 山 地 方 鉄 道 株 式 会 社 社 長 中　田　邦　彦

加 越 能 バ ス 株 式 会 社 社 長 松　井　康　浩

富 山 交 通 株 式 会 社 社 長 土　田　英　喜

桜 井 交 通 株 式 会 社 社 長 神　谷　慶志郞

高 岡 交 通 株 式 会 社 社 長 渡　辺　守　人

日本通運株式会社北陸東支店 支店長 金　岡　賢　一

ト ナ ミ 運 輸 株 式 会 社 社 長 髙　田　和　夫

富 山 通 運 株 式 会 社 社 長 髙　野　美津男

富 山 自 家 用 自 動 車 協 会 副会長 田　中　洋一郎

富 山 日 産 自 動 車 株 式 会 社 社 長 岩　島　達　郎

富 山 い す ゞ 自 動 車 株 式 会 社 社 長 池　田　治　郎

富 山 日 野 自 動 車 株 式 会 社 社 長 小　林　　　誠

ト ヨ タ モ ビ リ テ ィ富山株式会社 社 長 品　川　祐一郎

ト ヨ タ カ ロ ー ラ 富 山 株 式 会 社 社 長 黒　澤　　　敏

会　　員　　名 代　表　者　名
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・要望書提出先 

 

  自由民主党富山県支部連合会政務調査会長        永森 直人   殿 

 

北陸信越運輸局長              佐橋 真人 殿 

 

北陸信越運輸局富山運輸支局長                  中村 幸春   殿 

 

富山税務署長                                        三浦 一郎   殿 

 

北陸地方整備局富山河川国道事務所長             佐藤 保之 殿 

 

  富山県知事                  新田 八朗   殿 

 

富山県議会議長                                     山本  徹 殿 

 

  富山県警察本部長                                    高木 正人   殿 

 

  中日本高速道路株式会社金沢支社 

      富山保全・サービスセンター所長         三井 貴行   殿 

                                    

 

 

・要望書提出日   

 

       令和 ６ 年 ８ 月 3０日 
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９．公益事業活動 
 

（１）交通安全活動 

       ①富山県自動車点検整備推進協議会、②不正改造車両追放連絡協議会、③富山県 

交通対策協議会及び同幹事会、④富山県交通安全チャレンジ１・２・３運動実行委 

員会、⑤富山県高速道路交通安全協議会等の一員として、交通安全計画の推進に努 

めるとともに、関係団体と連携して新聞、リーフレットなどによる啓発活動を実施 

して、交通安全の確保に努めました。 

  

①「交通安全運動」期間中の活動 

      「春の全国交通安全運動」、「夏の交通安全県民運動」、「交通安全チャレン 

ジ１・２・３運動」、「秋の全国交通安全運動」等の期間を定めた運動と共に、 

「交通安全県民の日」、「マナー・チェック・ライトの３アップ運動」等の年間 

を通した運動のポスター、リーフレット等の関係団体への配布、会議所窓口にお 

ける掲示、配布などの啓発活動を実施しました。  

    

②交通安全啓発用品の贈呈 

         「春の全国交通安全運動」の開始に際して、 

４月５日(金)富山県庁前広場で行われた特別行 

事において、会員３団体（自動車販売店協会、 

自動車整備振興会、軽自動車協会）と合同で、 

交通安全意識の高揚と、夜間の交通事故防止を 

図るための蓄光反射リストバンド３,４００個 

を富山県へ贈呈しました。 

            

③自動車点検整備推進活動 

        例年、「夏の全国交通安全運動」期間中に実施している自動車点検整備推進活 

動を、７月１２日(金)北陸自動車道上り線の有磯海サービスエリアにおいて、富 

山県自動車点検整備推進協議会の一員として参加し、点検整備の重要性などにつ 

いての普及啓発に努めました。 

      

（２）環境保全活動 

   富山県の「環境とやま県民会議」、「エコドライブとやま推進協議会」、及び、 

「とやま環境フェア２０２４実行委員会」等の一員として活動するとともに、環境ポ 

スターの掲示、リーフレット等の配布などを行い、環境保全に関する普及・啓発に努 

めました。 
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① エコドライブ運動 

   富山県並びに（公財）とやま環境財団の支援・後援を得 

て、エコドライブの普及啓発のための、「マメにエコドラ 

イブしよう」、「マメにエコドライブしています」のマグ 

ネット式ステッカーなどを活用した、通年の「マメにエコ 

ドライブしよう」キャンペーンを展開するとともに、「エ 

コドライブとやま推進協議会」の会長選出団体として「エ 

コドライブの推進・支援に取り組みました。 

また、富山県が実施する「エコドライブ宣言運動」の普及・啓発に努めました。 

 

②「とやま環境フェア２０２４」へ参加～エコドライブの大切さをアピール～ 

１０月１２日(土)・１３日(日)の両日、富山テクノホールで開催 

された「とやま環境フェア２０２４」に、北陸信越運輸局と共同で 

出展しました。 

「水と緑に恵まれた幸せ富山をめざして～デコ活ってなに!? 脱 

炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動に乗り遅れるな 

！」と題して開催された今回の環境フェアは、当会議所も実行委員 

となっている同フェア開催委員会の主催で、県内外から５４のグル 

ープ、団体が出展しました。 

クイックアームとクイックステップで自らの敏捷性や加齢に 

よる体力の衰えを実感してもらいながら、アンケートで、自動 

車による環境への負荷の軽減や交通事故の減少に繋がる「エコ 

ドライプ」の大切さを確認してもらいました。 

また、ディーラー3 社のご協力でエコに繋がる次世代自動車 

の展示も行いました。 

フェアに参加していた芸人やピエロも参加し、アームとステップを合わせ２日間で 

６８７人が体験するなど、楽しくにぎやかな取り組みとなりました。 

 

（３）「Ｔｏｙａｍａ まるっとクルマフェスタ２０２４～第３９回自動車なんでも無料相 

談」を開催 ～１,０００名の来場者で賑わう～         

 一般の方が、日ごろ抱えている、登録手続のワンストップ 

サービスや税金、検査・整備のことや交通事故など、自動車 

に関する疑問点及び苦情について、無料で相談を受け、それ 

らの不平・不満を解消するとともに、自動車関係業界の魅力 

と役割について、広く PR することを目的に、１０月２０日、 

富山運輸支局構内において「第３９回自動車なんでも無料相談」を開催しました。 

令和６年は、当会議所会員の自動車関係団体、北陸信越運輸局富運輸支局等の関係 

機関で構成する「Toyama まるっとクルマフェスタ２０２４実行委員会」を結成し、 
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新たに、①「UD タクシー」の展示と車いす乗車体験、

②ラッピングトラックの展示、③電動力ートの展示・ 

試乗などの新しいイベントも実施。会場は、今年も約 

１,０００名の来場者で賑わいました。 

県内の各ディーラーの協力で１３台の最新車を展

示。自動車事故対策機構（NASVA）の衝突実験車両 

の展示や、着ぐるみ「ナスバちゃん」も登場し、自動車事故 

防止・被害者支援の啓発・広報にも努めました。 

マイカー無料点検や、普段は見られない車検場の見学など、 

広く車に関心をもっていただけるような盛りだくさんの内容 

で家族連れの来場者も目立ち、子どもたちも車に関心を持っ 

てくれたのではないかと思います。 

 

１０. 関係団体事務局代表者連絡会議の開催 
   

 （１）日  時 令和 ６年 ４月１５日（月） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

      議  題 ① 国土交通省等の人事異動について 

② 北陸信越運輸局・軸丸次長業界懇談会の開催について 

③ 自動車関係団体代表者名簿並びに緊急連絡先一覧表 

④ 令和６年度の各団体総会等の開催予定について 

⑤ Toyama まるっとクルマフェスタ 202４「第３９回自動車な 

んでも無料相談」の開催について 

（２）日  時 令和 ６年 ７月 ８日（月） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

      議  題 ① 関係団体の総会等を終えて 

② Toyama まるっとクルマフェスタ 202４「第３９回自動車な 

んでも無料相談」の開催について 

③ 「とやま環境フェア２０２４」への出展について 

④ 令和７年度国・県予算に対する要望書について 

（３）日  時 令和 ６年１０月１０日（木） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

      議  題 ① 「とやま環境フェア 2024」への出展について 

② Toyama まるっとクルマフェスタ 202４「第３９回自動車な 

んでも無料相談」の開催について 

③ 令和７年度国・県予算に対する要望書について 

④ 令和６年度自動車関係団体窓口業務打合せ会議の開催について 
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（４）日  時 令和 ７年 １月１４日（火） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

      議  題 ① 令和６年度自動車関係団体窓口業務打合せ会議の開催について 

② Toyama まるっとクルマフェスタ 202５「第４０回自動車な 

んでも無料相談」の開催について 

         ③ 令和７年の各団体総会等の開催予定について 

 

１１．「Ｔｏｙａｍａ まるっとクルマフェスタ２０２４」実行委員会 

   

（１）実行委員会結成準備会 

日  時 令和 ６年 ５月 ８日（水） 

      場  所 富山運輸支局 １階 会議室 

      議  題 ① 「Toyama まるっとクルマフェスタ ２０２３」の開催の経過と 

実施結果について 

         ② 「Toyama まるっとクルマフェスタ ２０２４」開催にあたって 

         ③ 実行委員会の結成 

         ④ 当面の具体的活動について 

（２）第１回実行委員会 

日  時 令和 ６年 ６月１０日（月） 

      場  所 富山運輸支局 １階 会議室 

      議  題 ① これまでの経緯 

         ② 「Toyama まるっとクルマフェスタ ２０２４」開催にあたって 

         ③ 具体的な実施事業・イベントについて 

（３）第１回幹事会 

日  時 令和 ６年 ７月２３日（火） 

      場  所 富山運輸支局 １階 会議室 

      議  題 ① 具体的な実施内容の検討、調整 

         ② ＰＲ方法の検討、実施 

（４）第２回実行委員会 

日  時 令和 ６年 ９月１９日（木） 

      場  所 富山運輸支局 １階 会議室 

      議  題 ① 「Toyama まるっとクルマフェスタ ２０２４」実施要領（案） 

について 

（５）第３回実行委員会 

日  時 令和 ６年１１月１４日（木） 

     場  所 富山運輸支局 １階 会議室 

     議  題 ① 実施事業の具体化について 

         ② 当日のスケジュールについて 
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１２. 上部団体の総会・理事会等 

 

（１）一般社団法人日本自動車会議所 

 

  ① 第９０回定時総会（リモートで出席） 

    日  時 令和 ６年 ６月１１日（火） 

場  所   東京都千代田区大手町１－３－２ 経団連会館 経団連ホール 

議案審議 

 第１号議案 ２０２３年度事業実績・２０２４年度事業計画 

 第２号議案 ２０２３年度決算・２０２４年度予算 

 第３号議案 理事・監事選任 

② 全国自動車会議所専務理事会 

  ⅰ 第１１１回（リモートで出席） 

日  時 令和 ６年１０月１７日（木） 

   場  所 大分県大分市田室町９－２０ レンブラントホテル大分 

議  題 

１．日本自動車会議所 活動報告 

   ２．課題、情報共有 

３．事務局からの伝達事項 

   ⅱ 第１１２回（リモートで出席） 

日  時 令和 ７年 ２月２０日（木） 

   場  所 愛知県名古屋市中区栄４－６－８ 名古屋東急ホテル 

議  題 

１．日本自動車会議所 活動報告 

   ２．課題、情報共有 

３．事務局からの伝達事項 

③ 会員研修会≪リモート≫ 

 ⅰ 第３００回 

日  時 令和 ６年 ４月２３日（火） 

    テ  ー  マ イノベーションが未来を拓く 

ⅱ 第３０２回 

    日  時 令和 ６年 ７月 ３日（水） 

    テ  ー  マ 脱炭素における交通セクターの課題と将来展望 

ⅲ 第３０４回 

    日  時 令和 ６年 ９月２６日（木） 

    テ  ー  マ 自転車と電動キックボードの交通事故分析 

ⅳ 第３０５回 

    日  時 令和 ６年１０月２７日（月） 
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    テ ー マ  自動運転「レベル 4」無人路線バスの実現に向けた取り組み 

ⅴ 第３０７回 

    日  時 令和 ７年 １月２７日（月） 

    テ ー マ 能登半島地震を教訓とした職場での災害対応～新しい知見で防災 

をアップデートする～ 

④ ＣＳＰ大賞オンラインミーティング 

  日  時 令和 ６年 ９月１２日（木） 

 

（２）全国自動車検査登録印紙売捌人協議会 

    

① 第６４回通常総会 

    日  時 令和 ６年 ６月１３日（木） 

    会  場 東京都港区高輪４－１０－３０ 

        品川プリンスホテル 

    審議事項  

第 1 号議案 令和５年度事業報告（案）及び令和５年度収支計算書（案） 

    第 2 号議案 令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

    第 3 号議案 会費の額及び徴収方法（案） 

    第 4 号議案 役員の補選（案） 

 

１３. その他の会議・行事・活動等 

 

（１）定例連絡会議（富山運輸支局主催） 

① 日  時 令和 ６年 ４月１５日（月） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

主な議題 ⅰ ４月１日付け人事異動について 

     ⅱ 自家用車活用事業について 

     ⅲ 商用車の電動化促進事業について 

② 日  時 令和 ６年 ７月 ８日（月） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

主な議題 ⅰ 災害時等における業務継続の可否について 

     ⅱ 流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨物自動車 

運送事業法の一部を改正する法律について 

     ⅲ 自動車検査標章の変更について 

③ 日  時 令和 ６年１０月１０日（木） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

主な議題 ⅰ 富山運輸支局長表彰式について 

     ⅱ とやま環境フェア２０２４について 
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     ⅲ Toyama まるっとクルマフェスタ２０２４について 

     ⅳ 「交通空白」解消本部の設置について 

     ⅴ 車検の受検期間について 

     ⅵ 大型車の車輪脱落事故防止啓発活動について 

④ 日  時 令和 ７年 １月１４日（火） 

      場  所 富山運輸支局 １階会議室 

主な議題 ⅰ 令和７年栄典事務日程について 

     ⅱ 年末年始の安全輸送総点検の実施について 

     ⅲ 「トラック・物流Ｇメン」への改組と体制の拡充について 

     ⅳ 自賠責証明書の電子化について 

     ⅴ 車検証の有効期間について（注意喚起） 

 

（２）交通安全関係会議・行事・活動 

６年 ４月 ５日   春の全国交通安全運動における特別行事 

１７日   「交通安全チャレンジ１・２・３運動」実行委員会 

     ５月２４日   富山県交通対策協議会幹事会（書面協議） 

           ２７日   富山県高速道路交通安全協議会通常総会 

     ７月１２日 高速安協「夏の交通安全県民運動」（北陸自動車道有磯海 

ＳＡ） 

     ８月 １日   富山県交通対策協議会幹事会（書面協議） 

     ９月 ３日   第６１回富山県交通安全県民大会 

    １０月２１日   富山県交通対策協議会幹事会（書面協議） 

  ７年 ２月 ３日   「交通安全チャレンジ１・２・３運動」実行委員会 

       １０日   富山県交通対策協議会委員会（書面協議） 

       １７日   富山県交通対策協議会幹事会（書面協議） 

     ３月 ３日   富山県「交通安全チャレンジ１・２・３運動」会計監査 

 

（３）環境関係会議・行事・活動 

６年 ４月２２日   富山県県土美化推進県民会議総会 

６月２５日   とやま環境フェア２０２４第１回実行委員会 

７月１０日   エコドライブとやま推進協議会 

     ８月２９日 とやま環境フェア２０２４第２回実行委員会 

        〃    第６回宅配便の再配達削減推進ワーキンググループ 

           １０月１２日～１３日   とやま環境フェア２０２４ 

    １２月１９日   とやま環境フェア２０２４第３回実行委員会 

  ７年 ３月１１日   第７回宅配便の再配達削減推進ワーキンググループ 

（リモート） 
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（４）その他の会議・行事・活動 

６年 4 月２４日 （公社）富山県バス協会監事会 

     ５月１０日 富山自家用自動車協会評議員会 

１４日   （公社）富山県バス協会理事会 

２１日 富山県中古自動車販売協会通常総会 

２３日   （一社）富山県自家用自動車協会連合会定時総会 

２４日   富山県自動車車体整備協同組合通常総会 

３０日   （一社）富山県自動車整備振興会通常総会 

３１日   （公社）富山県バス協会定時総会 

６月 ３日   富山県タクシー協会通常総会及び表彰 

６日   第６２回富山県トラック運送事業者大会 

１３日   富山県軽自動車協会通常総会 

     ７月１２日   （一社）日本自動車連盟富山支部第１回運営委員会 

     ８月 ５日   富山県自動車点検整備推進協議会 

       ２７日 第１回富山県道路安全・円滑化検討委員会 

    １１月 ７日 富山運輸支局長表彰式 

 ７日 （一社）日本自動車連盟富山支部第２回運営委員会 

７年 １月２２日 自動車関係団体窓口業務打合せ会議 

   １月２３日   富山県自動車販売店協会「第６２回優良職員表彰式」 

３１日   （公社）富山県バス協会理事会 

２月 ７日   （一社）富山県自動車整備振興会第３回理事会 

  １２日   ＭＯＴＡＳ更改に伴うデジタル化の推進説明会（リモート） 

１３日   （一社）日本自動車連盟富山支部感謝の会 

２８日   （公財）富山県暴力追放運動推進センター第２回評議員会 

     ３月 ６日   登録・検査業務効率化・DX 化関係本省説明 

       ２５日   （公社）富山県バス協会理事会 

 
１４. 刊行物等の作成又は配布 
 

（１）自動車会議所ニュース                   隔月 各５０冊 

      ※令和６年夏号からは、ニュースのデジタル化によりメール・ＦＡＸにて配信 

（２）自賠責保険・自賠責共済のご案内 パンフレット           ３０部 

（３）令和６年７月１日現在・富山県自動車関係団体役職員録      メール配信 

（４）交通安全運動関係 

  ①春の全国交通安全運動           ポスター２１５枚、要綱５５０冊 

②みんなですすめる交通安全県民運動             ポスター２５５枚 

  ③たっしゃけ気つけられェ運動（６月）             チラシ５５0 枚 

④交通安全チャレンジ１・２・３運動   ポスター２５５枚、申込用紙５５０枚 
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⑤夏の交通安全県民運動           ポスター３００枚、要綱５５０冊 

  ⑥秋の全国交通安全運動           ポスター２１５枚、要綱５５０冊 

  ⑦たっしゃけ気つけられェ運動（１０月）  ポスター２５５枚、チラシ５５０枚 

  ⑧年末の交通安全県民運動          ポスター３００枚、要綱５５０冊            
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